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薬の使用期限につりて
＠病院や薬局で出された薬陪処方された日数で使。切る
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期限には色々ありますが、薬には使用期限があります。市販の薬だと外箱

や容器に印字されています。使用期限は、期限を過ぎたら使用しないでくだ

さいね、という意味です。期限を過ぎ、た薬は市町村のルールに従って破棄し

てください。

処方言喜により出される医療用医薬品には、使用期限は記載してありません。

これは処方医がその時の症状や訴え、検査値などから総合的に診断し、その

時のご本人のためだけに処方している薬のため、処方された回数で使い切る

ことを前提としているからです。残った薬を取っておいて後から使用すること

や、他人が使うことは、そもそも考えられていません。

しかしながら、お子さんに処方された解熱鎮痛剤に限っては、余っている薬

をその子の発熱時に使用することもあるでしょう。ただこの時、特に注意して

頂きたいのは、その解熱鎮痛剤の保管方法と保管期闘です。
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＠解熱鎮痛剤（~凍らせ怒りように保管
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保管方法では、特にj昆度に注意しましょう。通常、解熱鎮痛剤は室温（1～30℃）

での保管が前提とされています。夏場などは室内が30℃を超えることも珍しくあ

りません。また、坐薬では冷所保存（1～ 15℃）をお願いすることもあり、冷蔵庫

に入れる方も多いと思いますが、凍らせてはいけません。冷気が当たらない場所

にしてください。

保管期間については、通常、製造から3年が使用期限ですが、その薬がいつ

製造されたのかは薬に書いてありません。少なくとも調剤年月日が書いである薬

袋も一緒に保管しましょう。また、お子さんの場合は成長することで、薬の必要量

が変わる可能性があります。不安が、ある場合は破棄してください。

もう一つ注意したいのは、診断によっては発熱時に出された薬でも解熱鎮痛剤

ではないことや、解熱鎮痛剤と他の作用の薬が混合されている場合があります。

この場合、たとえ余っても取っておかず破棄するようにしてください。症状が似て

いても対応する薬が全く違い悪化させてしまう可能性が、あります。

薬をもらう薬局を決め、かかりつけ薬局・薬剤師を持つことで、よいアドバイ

スをもらえることと思います。
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